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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行装置（１０）により走行する車体（１）に、縦方向の旋回軸線をもって３６０度全
旋回する旋回フレーム（２）を装架し、この旋回フレーム（２）の上面側に、キャビン（
３）を装架してそれの室内に運転席・操縦装置を設置し、旋回フレーム（２）の前後の一
端側に、掘削作業機を取り付ける取付ブラケット（４０）を設け、この取付ブラケット（
４０）にエキスカベータ（４）のブーム（４ａ）の基端側を取り付け連結して、エキスカ
ベータ（４）を前記キャビン（３）の前面側に装架し、旋回フレーム（２）の左右の両側
部位に、荷役作業機を取り付けるブームスタンド（５０）を設け、このブームスタンド（
５０）にバケットローダ（５）の左右のブーム（５ａ）・（５ａ）の基端側を取り付け連
結して、バケットローダ（５）を、ブーム（５ａ）の先端側に支持するバケット（５ｂ）
がキャビン（３）の背面側に沿い昇降作動するよう装架せしめて、車体（１）の前端側と
後端側とに、旋回フレーム（２）と一体に全旋回するエキスカベータ（４）とバケットロ
ーダ（５）とを装備せしめ、さらに、
　旋回フレーム（２）の両側部に設けたブームスタンド（５０）に、左右のブーム（５ａ
）の基端側を連結軸支して装架するバケットローダ（５）の前記ブーム（５ａ）を、長手
方向の中間において、先端部にバケット（５ｂ）を支持する先端側（５ａ－２）と、ブー
ムスタンド（５０）の上部にブームピン（５１）を介して連結軸支される基端側（５ａ－
１）とに２分し、ブーム（５ａ）の上面側に位置させて設ける連結軸（６０）と、２分し
た分割部位に互いに衝合するよう設ける衝合部（６１）・（６２）とにより先端側（５ａ
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－２）が基端側（５ａ－１）に対し、上方への折曲回動が自在で下方への折曲回動が不可
となる状態に連結したことを特徴とする建機車輌。
【請求項２】
　走行装置（１０）により走行する車体（１）に、縦方向の旋回軸線をもって３６０度全
旋回する旋回フレーム（２）を装架し、その旋回フレーム（２）の上面側に、室内に運転
席・操縦装置を設置せるキャビン（３）を装架し、旋回フレーム（２）の前後の一端側に
は、車体（１）の前後の一方に装架する掘削作業機を取り付ける取付ブラケット（４０）
を設けて、この取付ブラケット（４０）に、エキスカベータ（４）を、横向きでキャビン
（３）の前面に沿う収納姿勢に変換可能に装架し、旋回フレーム（２）の左右の両端側に
は、車体（１）の前後の他端側に装架する荷役作業機を取り付けるブームスタンド（５０
）・（５０）を設け、このブームスタンド（５０）・（５０）に、バケットローダ（５）
の左右のブーム（５ａ）・（５ａ）の基端側を連結軸支して、バケットローダ（５）をブ
ーム（５ａ）・（５ａ）先端側に軸架するバケット（５ｂ）が、キャビン（３）の後面に
沿い昇降作動するよう装架し、かつ、該バケットローダ（５）の前記左右のブーム（５ａ
）・（５ａ）を、バケット（５ｂ）を支持する先端側（５ａ－２）とブームスタンド（５
０）に連結する基端側（５ａ－１）とに２分し、先端側（５ａ－２）が基端側（５ａ－１
）の上面側に折り畳まれるよう折曲回動自在に連結して、車体（１）の前後の両側に、そ
れぞれ全旋回する作業機を、何れか一方の作業機の使用時に非使用の他方の作業機を使用
側の作業機の作業に支障のないように装架したことを特徴とする建機車輌。
【請求項３】
　キャビン（３）の前後の一方および他方にそれぞれ配位して旋回フレーム（２）に組み
付け支架するバケットローダ（５）及びエキスカベータ（４）に、それらを折り畳み収納
した状態時に、その状態に保持せしめる手動または自動のロック機構を装備せしめたこと
を特徴とする請求項１または請求項２記載の建機車輌。
【請求項４】
　旋回フレーム（２）の左右の両側に設ける荷役作業機取付用のブームスタンド（５０）
を、側面視において、旋回フレーム（２）上に装架したキャビン（３）の前後の略中間に
位置するよう前方に寄せた位置に配して旋回フレーム（２）に立設し、該ブームスタンド
（５０）に、バケットローダ（５）を、側面視において、左右のブーム（５ａ）の基端側
（５ａ－１）がキャビン（３）と喰い合ってラップする前方に寄せた位置を占め、バケッ
ト（５ｂ）を支持するブーム（５ａ）の先端側（５ａ－２）がキャビン（３）の背面側を
昇降する位置を占めるよう、キャビン（３）に対し前方に寄せて装架したことを特徴とす
る請求項１または請求項２記載の建機車輌。
【請求項５】
　室内に運転席・操縦装置を装備せしめて旋回フレーム（２）の上面側に装架するキャビ
ン（３）を、左右の一側に偏位せしめて旋回フレーム（２）の上面側に装架し、旋回フレ
ーム（２）の上面側の左右の他側には、エンジン・油圧装置等の動力源（６）を、前記キ
ャビン（３）に並列させて装架し、旋回フレーム（２）の前端側に設ける掘削作業機の取
付用の取付ブラケット（４０）を、正面視において、旋回フレーム（２）の左右の中心線
（Ｙ）より動力源（６）と並列するキャビン（３）の側に偏位させて、キャビン（３）の
左右巾の略中央を占める位置に設け、該取付ブラケット（４０）に取り付け装架せるエキ
スカベータ（４）を、スウィングポストピン（４１）中心の回動により横向きの収納姿勢
としたときに、正面視において、旋回フレーム（２）の左右巾内に略収納されるようにし
たことを特徴とする請求項１または請求項２記載の建機車輌。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クローラまたはホイルよりなる走行装置により走行する車体に、掘削作業を
行うエキスカベータ等の掘削作業機と、荷役作業を行うバケットローダ等の荷役作業機と
の、二つの作業機を装備せしめた建設機械（建機車輌）についての改良に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　クローラまたはホイルにより走行する車体に、荷役作業を行う荷役作業機として、バケ
ットローダ等を装架した建機車輌において、それの車体に掘削作業を行う作業機としてエ
キスカベータを併せて装備せしめた建機車輌は従来から知られている。
【０００３】
　この二つの作業装置を装備せる従前の建機車輌は、クローラまたはホイルにより走行す
る車体の上面側に、キャビンを装架し、そのキャビンの前面側における車体の前端側に掘
削作業を行うエキスカベータを、左右に首振り回動自在に装架して構成する形態の建機車
輌において、その車体の後面側に、掘削作業時に生じる掘削土の荷役運搬作業がオプショ
ンとして行えるようにバケットローダ等の荷役用の作業機を装備せしめたものであり、全
旋回型の建機車輌ではない。建機車輌の車体の上面側に、縦軸で回転する旋回ベアリング
を介して旋回フレームを３６０度旋回自在に装架し、これにキャビンと作業機とを装架し
て、旋回フレームの旋回により、作業機による作業位置を車体の回りに変更させながら行
えるように構成している全旋回型の形態の建機車輌では、掘削作業機と荷役作業機との二
つの作業機を装備せしめたものは従来知られていない。
【０００４】
　これは、バケットローダ等の荷役用の作業機による荷役作業が、作業機のバケットを、
前後に動かすことと上下に昇降さすこととダンプ回動させることで行えることから、この
荷役用の作業機を、建機車輌の車体に作業位置を固定した状態として組み付け支架せしめ
るようにしていることによる。
【０００５】
　全旋回型の建機車輌の車体の後端側に、荷役用の作業機を、作業位置を固定状態として
装架すれば、掘削作業機を装架した旋回フレームを旋回させるときに、車体の後部に装架
してある荷役用の作業機との干渉が生じて、旋回フレームの旋回作動を不能にし、また、
旋回フレームの旋回が行えたとしても、旋回フレームを１８０度旋回させて、掘削作業機
の作業位置を、建機車輌の後方位置としたとき、この掘削作業機が、建機車輌の車体の後
方に設けてある荷役用の作業機と重なるようになって、作業が出来ないようになるからで
ある。
【０００６】
　全旋回型の建機車輌の車体に、掘削作業機と、荷役作業機との二つの作業機を装備せし
めるときに生ずる上述の問題は、車体の上面側に旋回ベアリングを介して３６０度旋回自
在に装架する旋回フレームの上面に、キャビンを装架して、これの内部に運転席と操縦操
作装置とを装備せしめ、このキャビンの前面側における旋回フレームの前端側に、掘削作
業機を装架し、キャビンの後端側における旋回フレームの後端側に荷役作業機を装架すれ
ば、解決し得ることになる。
【０００７】
　しかし、荷役作業機は、最も普遍的なバケットローダについていえば、昇降回動する長
大なブームの回動端部に、バケットをダンプ回動自在に支架して構成されるものであるか
ら、これを、前端側に掘削作業機を装架した旋回フレームの後端側に組み付け装備せしめ
ると、旋回フレームの前端側に装架した掘削作業機で掘削作業を行うときの、旋回フレー
ムを旋回させる作動が、旋回フレームの後端側に、昇降回動する長大なブームを具備する
ことで後方に大きく突出するように装備されているバケットローダ等の荷役作業機によっ
て、大きな影響を受け、円滑な旋回作動が得られないようになり、また、旋回フレームを
旋回作動させるときに、旋回フレームから後方に大きく突出するようになるバケットロー
ダによって、車体の周囲に広い作業空間を要することで、狭い場所では使用できず使用場
所が制限される別の問題がでてくる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明の解決しようとする課題は、車体に、旋回ベアリングを介して縦の回転軸線をも
って３６０度の旋回を自在に旋回フレームを装架し、この旋回フレームに、キャビンと作
業機とを装架し、キャビン内に運転席・操縦装置等を装置せしめて構成する全旋回型の建
機車輌において、この旋回フレームの上面側に、内部に運転席・操縦装置等を収蔵設置せ
るキャビンを装架し、このキャビンの前面側となる旋回フレームの前端側と、キャビンの
後端側となる旋回フレームの後端側とに、一方には掘削作業機を装架し、他方には荷役作
業機を装架して、旋回フレーム上のキャビンの前後の両側に、掘削作業機と荷役作業機と
をそれぞれ装架した形態の全旋回型の建機車輌を構成するに際し、キャビンの前後の両面
にそれぞれ装架する掘削作業機と荷役作業機とを、非使用の状態時に、キャビンの前後の
面の各外面に略沿う姿勢に折り畳み収納された状態となるようにして、何れか一方の作業
機を使用して作業するときに、他方の非使用の作業機により支障を受けることなく作業が
行えるようになる全旋回型の建機車輌を構成することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の課題を解決するため、本発明に係る建機車輌は、走行装置１０により走行する車
体１に、縦方向の旋回軸線をもって３６０度全旋回する旋回フレーム２を装架し、この旋
回フレーム２の上面側に、キャビン３を装架してそれの室内に運転席・操縦装置を設置し
、旋回フレーム２の前後の一端側に、掘削作業機を取り付ける取付ブラケット４０を設け
、この取付ブラケット４０にエキスカベータ４のブーム４ａの基端側を取り付け連結して
、エキスカベータ４を前記キャビン３の前面側に装架し、旋回フレーム２の左右の両側部
位に、荷役作業機を取り付けるブームスタンド５０を設け、このブームスタンド５０にバ
ケットローダ５の左右のブーム５ａ・５ａの基端側を取り付け連結して、バケットローダ
５を、ブーム５ａの先端側に支持するバケット５ｂがキャビン３の背面側に沿い昇降作動
するよう装架せしめて、車体１の前端側と後端側とに、旋回フレーム２と一体に全旋回す
るエキスカベータ４とバケットローダ５とを装備せしめ、さらに、旋回フレーム２の両側
部に設けたブームスタンド５０に、左右のブーム５ａの基端側を連結軸支して装架するバ
ケットローダ５の前記ブーム５ａを、長手方向の中間において、先端部にバケット５ｂを
支持する先端側５ａ－２と、ブームスタンド５０の上部にブームピン５１を介して連結軸
支される基端側５ａ－１とに２分し、ブーム５ａの上面側に位置させて設ける連結軸６０
と、２分した分割部位に互いに衝合するよう設ける衝合部６１・６２とにより先端側５ａ
－２が基端側５ａ－１に対し、上方への折曲回動が自在で下方への折曲回動が不可となる
状態に連結したことを特徴とする。
　また、本発明に係る建機車輌は、走行装置１０により走行する車体１に、縦方向の旋回
軸線をもって３６０度全旋回する旋回フレーム２を装架し、その旋回フレーム２の上面側
に、室内に運転席・操縦装置を設置せるキャビン３を装架し、旋回フレーム２の前後の一
端側には、車体１の前後の一方に装架する掘削作業機を取り付ける取付ブラケット４０を
設けて、この取付ブラケット４０に、エキスカベータ４を、横向きでキャビン３の前面に
沿う収納姿勢に変換可能に装架し、旋回フレーム２の左右の両端側には、車体１の前後の
他端側に装架する荷役作業機を取り付けるブームスタンド５０・５０を設け、このブーム
スタンド５０・５０に、バケットローダ５の左右のブーム５ａ・５ａの基端側を連結軸支
して、バケットローダ５をブーム５ａ・５ａ先端側に軸架するバケット５ｂが、キャビン
３の後面に沿い昇降作動するよう装架し、かつ、該バケットローダ５の前記左右のブーム
５ａ・５ａを、バケット５ｂを支持する先端側５ａ－２とブームスタンド５０に連結する
基端側５ａ－１とに２分し、先端側５ａ－２が基端側５ａ－１の上面側に折り畳まれるよ
う折曲回動自在に連結して、車体１の前後の両側に、それぞれ全旋回する作業機を、何れ
か一方の作業機の使用時に非使用の他方の作業機を使用側の作業機の作業に支障のないよ
うに装架したことを特徴とする。
　キャビン３の前後の一方および他方にそれぞれ配位して旋回フレーム２に組み付け支架
するバケットローダ５及びエキスカベータ４に、それらを折り畳み収納した状態時に、そ
の状態に保持せしめる手動または自動のロック機構を装備させてもよい。
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　旋回フレーム２の左右の両側に設ける荷役作業機取付用のブームスタンド５０を、側面
視において、旋回フレーム２上に装架したキャビン３の前後の略中間に位置するよう前方
に寄せた位置に配して旋回フレーム２に立設し、該ブームスタンド５０に、バケットロー
ダ５を、側面視において、左右のブーム５ａの基端側５ａ－１がキャビン３と喰い合って
ラップする前方に寄せた位置を占め、バケット５ｂを支持するブーム５ａの先端側５ａ－
２がキャビン３の背面側を昇降する位置を占めるよう、キャビン３に対し前方に寄せて装
架させてもよい。
　室内に運転席・操縦装置を装備せしめて旋回フレーム２の上面側に装架するキャビン３
を、左右の一側に偏位せしめて旋回フレーム２の上面側に装架し、旋回フレーム２の上面
側の左右の他側には、エンジン・油圧装置等の動力源６を、前記キャビン３に並列させて
装架し、旋回フレーム２の前端側に設ける掘削作業機の取付用の取付ブラケット４０を、
正面視において、旋回フレーム２の左右の中心線Ｙより動力源６と並列するキャビン３の
側に偏位させて、キャビン３の左右巾の略中央を占める位置に設け、該取付ブラケット４
０に取り付け装架せるエキスカベータ４を、スウィングポストピン４１中心の回動により
横向きの収納姿勢としたときに、正面視において、旋回フレーム２の左右巾内に略収納さ
れるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による建機車輌は、車体の上面に設けた旋回フレームに、掘削作業機のエキスカ
ベータと荷役作業機のバケットローダとを、掘削作業機のエキスカベータが車体の前面側
に位置し荷役作業機のバケットローダが車体の背面側に位置する形態として一体的に装架
してあるのだから、掘削作業機と荷役作業機との二つの異種の作業機を、それぞれ全旋回
型として装備していることになり、しかも、一方の作業機を使用して作業するときに、使
用しない側の作業機を、キャビンの前後の面に沿う収納姿勢として格納した状態に保持し
得るので、作業機を旋回させて行う作業が支障なく行えるようになる。
【００１１】
　また、一台の建機車輌を保有することで、掘削作業機を装備した建機車輌と荷役作業機
を装備した建機車輌との両方を保有しているようになるからユーザーの資金コストを著し
く低減し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に実施の態様を実施例につき図面に従い詳述する。
【実施例１】
【００１３】
　図１乃至図５は本発明を実施せる全旋回型の建機車輌を示し、図１は全体の側面図、図
２は正面図、図３は作業機を折り畳み収納した状態の側面図、図４は荷役作業機を折り畳
み収納し掘削作業機で掘削作業を行っている作業時の側面図、図５は掘削作業機を折り畳
み収納し荷役作業機で荷役作業を行っている作業時の側面図である。この実施例は、掘削
作業機としてエキスカベータを用い荷役作業機としてバケットローダを用いている例であ
り、掘削作業機及び荷役作業機は、それぞれ、エキスカベータ及びバケットローダとして
説明する。
【００１４】
　図において、１は車体、２は車体１の上面側に、縦方向の回転軸線をもって回転する旋
回ベアリング２０を介して３６０度の全旋回が行われるよう装架した旋回フレーム、３は
旋回フレーム２の上面に左右の一側に偏位させて装架したキャビン、４はキャビン３の前
面側に配位して旋回フレーム２の前端側に装架したエキスカベータ、５はキャビン３の後
面側に配位して旋回フレーム２に装架したバケットローダ、６は旋回フレーム２の上面の
他側に前記キャビン３に並列させて装架したエンジン・油圧装置等よりなる電力源を示す
。
【００１５】
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　車体１は、クローラよりなる走行装置１０を、動力源６から導かれる圧油により作動す
る油圧モータによって駆動することで走行する通常のものである。
【００１６】
　旋回フレーム２は、旋回ベアリング２０を介して車体１の上面に旋回自在に装架してあ
り、旋回ベアリング２０を、前述の電力源から導かれる圧油により駆動される油圧モータ
によって作動させることで、その旋回ベアリング２０の回転軸線である縦方向の旋回中心
線Ｘを中心に、３６０度の全旋回が行われるようにしてある。
【００１７】
　キャビン３は、前記旋回フレーム２の上面に装架してあり、それの室内には、旋回フレ
ーム２の上面に設置して装備せる運転席３０が配設してあり、またこの運転席３０の周辺
位置に、前記動力源のエンジンの制御作動および油圧装置の油圧回路のコントローラを制
御作動するための操作装置３１が設置してある。
【００１８】
　このキャビン３内に設置される運転席３０およびその周面に設置される操作装置３１は
、運転席３０にあっては、図４にあるように前方に向かう状態位置と、図５にあるよう後
方に向かう状態位置とに切り替わるよう旋回自在に設けてあり、また、操作装置３１にあ
っては、運転者が図４にあるよう前方に向かう姿勢で座乗したときの座席の前方位置と、
図５にあるように後方に向かう姿勢で座乗したときの座席の前方位置とにそれぞれ設けて
いる。
【００１９】
　エキスカベータ４は、旋回フレーム２の前端側に設けた取付ブラケット４０に、取付ピ
ン４１を介して組み付けた取付金具４２に、基端側をブームピン４３を介し起伏回動自在
に連結軸支するブーム４ａと、このブーム４ａの先端側にブーム、アームピン４４を介し
てブーム４ａに対し折曲回動自在に連結軸支するアーム４ｂと、このアーム４ｂの先端側
にバケットピン４５を介し回動自在に連結軸支したバケット４ｃとからなり、スウィング
ポスト４２とブーム４ａとの間に渡架装設せるブームシリンダ４６を、油圧回路の制御に
より油圧で伸縮作動させてブーム４ａをブームピン４３中心に起伏回動させ、ブーム４ａ
の中間部とアーム４ｂの基端側との間に渡架せるアームシリンダ４７を、それに供給する
圧油により伸縮作動させて、アーム４ｂをブーム４ａに対し所望の折曲角度に回動させ、
アーム４ｂの先端側とバケット４ｃとの間に渡架せるダンプリンク４８を、そのダンプリ
ンク４８とアーム４ｂの基端側との間に渡架装設せるバケットシリンダ４９の油圧による
伸縮作動で、作動させることによりバケット４ｃをアーム４ｂに対し所望の角度にダンプ
回動させ、これにより掘削作業を行うようにしている通常の掘削作業機である。
【００２０】
　この掘削作業機のエキスカベータ４は、それのブーム４ａの基端部を取付ブラケット４
０に組み付ける取付金具４２が、縦方向のポストピンとした取付ピン４１により取付ブラ
ケット４０に対し左右に首振り回動を自在としたスウィングポストに構成してあって、こ
のスウィングポストとした取付金具４２と旋回フレーム２との間に渡架装設せるスウィン
グシリンダ４２ａの油圧による伸縮作動によって、左右に所望の角度に回動するようにし
てある。
【００２１】
　また、この取付金具４２を組み付ける取付ブラケット４０は、図２及び図６に示してい
るように、車体１の左右の中心線Ｙに対し、左右の一側に偏位させて旋回フレーム２上に
装架したキャビン３の、左右の略中心位置の前面を占めるように配位して、旋回フレーム
２の前面に装設してある。
【００２２】
　これにより、動力源６と並列させてキャビン３を旋回フレーム２上に装架することで、
左右の一側に偏位して旋回フレーム２上に設けられるキャビン３に対し、旋回フレーム２
の前面に設ける掘削作業機のエキスカベータ４が、そのキャビン３の左右の略中心の前面
に位置するようにしてあり、また、この掘削作業機のエキスカベータ４を、図１にあるよ
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うに、それのバケット４ｃを抱え込む状態にアーム４ｂを折り曲げて、ブーム４ａを起立
させた姿勢とし、取付金具４２を取付ブラケット４０に対し略直角に回動させることで、
図２及び図３にあるようにキャビン３の前面に沿う横向きの状態姿勢として収納した非使
用の状態となるようにしている。この非使用の収納した状態は、油圧回路に設ける油圧作
動のロック装置か、電磁式または機械式のロック装置などの、手動操作によりまたは自動
のロック機構を設けて、これを作動させることで、この状態に保持される。
【００２３】
　キャビン３の後端側に配位して、建機車輌Ａの機体に装架する荷役作業機のバケットロ
ーダ５は、基端側を建機車輌の機体に設けるブームスタンド５０に、連結ピンのブームピ
ン５１を介し軸着連結して先端側が昇降回動するように機体に支架する前後に長いブーム
５ａと、このブーム５ａの先端側に、ダンプ回動するようバケットピン５２を介して連結
するバケット５ｂと、機体とブーム５ａの長手方向の中間部との間に渡架するように設け
てブーム５ａを基端のブームピン５１中心に昇降回動させる油圧作動のブームシリンダ５
３と、ブーム５ａの先端部とバケット５ｂとの間に渡架するように設けて、バケット５ｂ
をバケットピン５２中心に回動させる油圧作動のバケットシリンダ５４とからなり、ブー
ム５ａは、同形に形成した２本のブームが、左右に一対に対向するよう並列する形態とし
て、それぞれをブームシリンダ５３により昇降回動するようにし、また、バケット５ｂは
、左右に長い半円筒形状に形成して、前記並列する一対のブーム５ａ・５ａの先端側の間
に渡架するように支架し、このバケット５ｂの底部の左右の両端部を、前記左右に並列す
るブーム５ａ・５ａの各先端部に、横方向の連結ピンとしたバケットピン５２を介し回動
自在に連結し、バケットシリンダ５４によりダンプ回動させるようにして構成したもので
、その基本的な構成は、通常のバケットローダと変わらないものである。
【００２４】
　しかし、この荷役作業機のバケットローダ５は、それの左右に一対のブーム５ａの各基
端側を軸支して、バケットローダ５を機体に対し組み付け支架せしめるための取付座とな
るブームスタンド５０を、旋回フレーム２の左右の側面で、旋回フレーム２の前後の略中
間に位置する部位に配位して、旋回フレーム２のベースとなる底壁２１から立ち上げるよ
うに設けて、ブーム５ａの基端を軸支するためのブームピン５１が、図５にあるように、
側面視において、キャビン３の側面の前後の中間においてキャビン３の床から上昇した高
い位置を占めるようにし、これにより、このブームピン５１にブーム５ａの基端を連結軸
支してブーム５ａを取り付けたときに、そのブーム５ａの基端側の大半が、キャビン３の
側面とラップして、ブーム５ａをキャビン３の側方部位に引き込んだ状態とし、かつ、ブ
ーム５ａが、図１にあるように、キャビン３の背面側の外方に向け下降した状態姿勢とし
て、先端側に支持するバケット５ｂを接地させた状態としたときに、バケット５ｂおよび
それを支持する先端側５ａ－２が、側面視および平面視でキャビン３の背面側の外方に位
置するように、取り付け軸架されるようにしている。
【００２５】
　このブームスタンド５０にブームピン５１を介して組み付け支架するブーム５ａは、前
述の図５にあるように、旋回フレーム２の側面の前後の中間部位に装設せるブームスタン
ド５０に連結軸支して、先端側を下降させ、その先端側に軸支せるバケット５ｂを接地さ
せた状態において、側面視でキャビン３とラップする基端側５ａ－１と、キャビン３の前
方に突出する先端側５ａ－２とに分けるよう、長手方向の中間部位において２分し、これ
ら基端側５ａ－１と先端側５ａ－２とを、ブーム５ａの上面側に位置させた連結軸６０と
、２分する分割部位に突き合わされることで衝合するように設ける衝合部６１・６２とに
より、先端側５ａ－２が上方へは折曲回動するが、下方には折曲回動しないように連結し
た構成にしてある。そして、このブーム５ａの上面側における基端側５ａ－１と先端側５
ａ－２との間には、ブーム５ａの先端側５ａ－２を、基端側５ａ－１に向け折曲回動させ
るための油圧作動のチルトシリンダ６３を渡架装設している。
【００２６】
　このため、この荷役作業機のバケットローダ５は、キャビン３内のオペレータが操作装
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置３１操作して作動させると、ブーム５ａの先端側に設けたバケット５ｂが、図５におい
て仮想線ｗに示している軌跡をもって昇降し、荷役作業を行うようになる。そして、ブー
ム５ａを図５にあるように下降させた状態において、先端側５ａ－２をチルトシリンダ６
３により上方に回動させれば、同図５において鎖線に示している如く、キャビン３の前面
に沿い近接する位置を占めるようになって、バケットローダ５をキャビン３の前面に沿う
収納した状態姿勢とする。
【００２７】
　バケットローダ５のこの状態姿勢は、機体に装備せしめておく、自動または手動のロッ
ク装置により保持される。
【００２８】
　これにより、キャビン３の前後の一方の側に装架せるバケットローダ５は、荷役作業を
行わない、非使用のときに、キャビン３の前後の一方の面に沿う状態姿勢に折り畳み収納
でき、これにより、キャビン３の前後の他方の側に装架した掘削作業機４を使用し、旋回
フレーム２を旋回させながら掘削作業を行うときに、その作業に支障を生ぜしめないよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明を実施せる建機車輌の側面図である。
【図２】同上建機車輌の、付設せる掘削作業機を、キャビン前面に折り畳み収納した状態
の正面図である。
【図３】同上建機車輌の、キャビンの前後の両面のそれぞれに付設した掘削作業機と荷役
作業機のそれぞれを折り畳み収納した状態の側面図である。
【図４】同上建機車輌の、荷役作業機を折り畳み収納した状態姿勢に保持して、掘削作業
機を使用し掘削作業を行っている作業時の側面図である。
【図５】同上建機車輌の、非使用とした掘削作業機を折り畳み収納した状態に保持せしめ
て荷役作業機により荷役作業を行っている荷役作業時の側面図である。
【図６】同上建機車輌の平面図である。
【図７】同上建機車輌の後面図である。
【図８】同上車輌の部分の平面図である。
【符号の説明】
【００３０】
　Ａ　　建機車輌
　Ｘ　　中心線
　Ｙ　　中心線
　ｗ　　仮想線
　１　　車体
１０　　走行装置
　２　　旋回フレーム
２０　　旋回ベアリング
２１　　底壁
　３　　キャビン
３０　　運転席
３１　　操作装置
　４　　エキスカベータ
　４ａ　ブーム
　４ｂ　アーム
　４ｃ　バケット
４０　　取付ブラケット
４１　　取付ピン（スウィングポストピン）
４２　　スウィングポスト
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４２ａ　スウィングシリンダ
４３　　ブームピン
４４　　アームピン
４５　　バケットピン
４６　　ブームシリンダ
４７　　アームシリンダ
４８　　ダンプリンク
４９　　バケットシリンダ
　５　　バケットローダ
　５ａ　ブーム
　５ａ－１　　基端側
　５ａ－２　　先端側
　５ｂ　バケット
５０　　ブームスタンド
５１　　ブームピン
５２　　バケットピン
５３　　ブームシリンダ
５４　　バケットシリンダ
　６　　電力源
６０　　連結軸
６１・６２　　衝合部
６３　　チルトシリンダ

【図１】 【図２】



(10) JP 4472763 B2 2010.6.2

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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